
教育委員会定例会日程

平成25年4月23日

1開会

2前回会議録の承認

3会議録署名委員の決定

4議事

日程第1

報告第3号

事務の臨時代理の報告（小田原市就学指導委員会規則の制定）について

（教育指導課）

日程第2

報告第4号

事務の臨時代理の報告（キャンパスおだわら運営委員会規則の制定）につい

て （生涯学習課）

日程第3

報告第5号

事務の臨時代理の報告（史跡小田原城跡調査・整備委員会規則の制定）につ

い て（文化財課）

日程第4

報告第6号

事務の臨時代理の報告（社会教育主事の解任）について（教育総務課）

日程第5

報告第7号

事務の臨時代理の報告（社会教育主事の任命）について（教育総務課）

日程第6

議案第9号

小田原市社会教育委員の一部委嘱替えについて（生涯学習課）



日程第7

議案第10号

小田原市郷士文化館協議会委員の一部委嘱替えについて（生涯学習課）

5協議事項

（1）平成25年度教育に関する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価につ

いて（資料1教育総務課）

6報告事項

（1）平成25年度予算特別委員会の質疑応答について

（資料2教育部・文化部・子ども青少年部）

（2）平成24年度下半期寄付採納状況について（資料3教育総務課）

（3）片浦小学校における小規模特認校制度の実施状況について

（資料4教育総務課）

（4）町田小学校の屋内運動場火災（全焼）について（資料5教育総務課）

（5）平成25年度子どもの読書活動優秀実践団体文部科学大臣表彰に係る「よみ

きかせボランティ アグループすずの会会」の受賞について (資料6 図書館）
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報告第3号

事務の臨時代理の報告（小田原市就学指導委員会規則の制定）について

小田原市教育委員会教育長に対する事務委任等に関する規則（平成10年小田原

市教育委員会規則第4号）第4条第1項の規定により、別紙のとおり臨時代理した

ので、同条第2項の規定により、これを報告する。

平成25年4月23日提出

小田原市教育委員会

教育長 前田 輝男



小田原市就学指導委員会規則

（趣旨）

第1条この規則は、小田原市附属機関設置条例（昭和54年小田原市条例第1号）第2条の規定

に基づき設置された小田原市就学指導委員会（以下「委員会」という。）の組織、運営等に関し

必要な事項を定めるものとする｡．

（所掌事務）

第2条委員会は、心身の障害等で特別な配慮を必要とする学齢児童又は学齢生徒（第5条第2項

において「児童等」という。）に対する適正な就学指導に関する事項につき、小田原市教育委員

会（以下「教育委員会」という。）の諮問に応じて調査審議し、その結果を報告し、及び必要と

認める事項について意見を具申するものとする。

（委員）

第3条委員会の委員（以下「委員」という。）は、次に掲げる者のうちから教育委員会が委嘱し、

又は任命する。

(1)医師

（2）学識経験者

（3）本市を管轄する児童相談所の職員

（4）本市の区域内に存する特別支援学校の教員

（5）特別支援学級を設置する小田原市立小学校の校長

（6）小田原市立中学校の校長

（7）小田原市立小学校又は中学校の教員で、特別支援学級を担任するもの

（8）前各号に掲げる者のほか、教育委員会が必要と認める者

2委員の任期は、1年とする。ただし、委員が欠けた場合における補欠委員の任期は、前任者の

残任期間とする。

3委員は、再任されることができる。

（委員長及び副委員長）

第4条委員会に委員長及び副委員長1人を置き、委員の互選により定める。

2委員長は、会務を総理し、委員会を代表する。

3副委員長は、委員長を補佐し、委員長に事故があるとき又は委員長が欠けたときは、その職務

を代理する。

4委員長及び副委員長の任期は、委員の任期による。

（専門部会）

第5条委員会に、専門部会を置く。

2専門部会は、障害の程度が重度である児童等で委員会に出席できないと教育委員会が認めたも

のその他教育委員会が特に必要と認めた者に対する就学指導に関する事務をつかさどる。



3専門部会に属すべき委員は、委員長が指名する。

4専門部会に部会長を置き、専門部会に属する委員の互選により選任する。

5部会長は、専門部会の事務を掌理する。

（会議）

第6条委員会の会議は、委員長が招集し、その議長となる。

2委員会は、委員の2分の1以上が出席しなければ会議を開くことができない。

3委員会の議事は、出席委員の過半数で決し、可否同数のときは、議長の決するところによる。

（関係者の出席）

第7条委員会において必要があると認めるときは、その会議に、議事に関係のある者の出席を求

め、その意見又は説明を聴くことができる。

（秘密の保持）

第8条委員は、職務上知り得た秘密を漏らしてはならない。その職を退いた後も、また同様とす

る。

（庶務）

第9条委員会の事務は、教育部教育指導課において処理する。

（委任）

第10条この規則に定めるもののほか、委員会の運営に関し必要な事項は、委員長が委員会に諮

って定める。

附則

この規則は、平成25年4月1日から施行する。



一‘

小田原市就学指導委員会規則

［制定理由］

小田原市附属機関設置条例に基づく小田原市就学指導委員会の組織、運営等に；

し必要な事項を定めるため制定する。

［内容］

1所掌事務（第2条関係）

委員会は、心身の障害等で特別な配慮を必要とする学齢児童又は学齢生徒に対

する適正な就学指導に関する事項につき、教育委員会の諮問に応じて調査審議し、

その結果を報告し、及び必要と認める事項について意見を具申することとする。

2委員（第3条関係）

委員会の委員は、次に掲げる者のうちから教育委員会が委嘱することとし、そ

の任期は、1年とすることとする。

(1)医師

（2）学識経験者

（3）本市を管轄する児童相談所の職員

（4）本市の区域内に存する特別支援学校の教員

（5）特別支援学級を設置する小田原市立小学校の校長

（6）小田原市立中学校の校長

（7）小田原市立小学校又は中学校の教員で、特別支援学級を担任するもの

（8）その他教育委員会が必要と認める者

3委員長及び副委員長（第4条関係）

委員会に委員長及び副委員長1人を置き、委員の互選により定めることとする

ほか、委員長の権限及び任期について定めることとする。

4専門部会（第5条関係）

委員会に専門部会を置き、障害の程度が重度である学齢児童又は学齢生徒で委

員会に出席できないと教育委員会が認めたものその他教育委員会が特に必要と認

めた者に対する就学指導に関する事務をつかさどることとする。

5会議（第6条関係）

委員会の会議は、委員長が招集し、その議長となることとする。また、委員会

は、委員の2分の1以上が出席しなければ会議を開くことができないこととし、



その議事は、出席委員の過半数で決し、可否同数のときは議長の決するところに

よることとする。

5関係者の出席（第7条関係）

委員会において必要があると認めるときは、その会議に、議事に関係のある者

の出席を求め、その意見文は説明を聴くことができることとする。

6秘密の保持（第8条関係）

委員は、職務上知り得た秘密を漏らしてはならないこととし、その職を退いた

教育部教育指導課において処理することとする。

後も、同様とすることとする。

7庶務（第9条関係）

委員会の事務は、教育部教1

[適用］

平成25年4月1日

＝



報告第4号

事務の臨時代理の報告（キャンパスおだわら運営委員会規則の制定）につい

て

小田原市教育委員会教育長に対する事務委任等に関する規則（平成10年小田原
●

市教育委員会規則第4号）第4条第1項の規定により、別紙のとおり臨時代理した

ので、同条第2項の規定により、これを報告する。

平成25年4月23日提出

小田原市教育委員会

教育長 前田 輝男
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キャンパスおだわら運営委員会規則

（趣旨）

第1条この規則は、小田原市附属機関設置条例（昭和54年小田原市条例第1号）第2条の規定

に基づき設置されたキャンパスおだわら運営委員会（以下「委員会」という。）の組織、運営等

に関し必要な事項を定めるものとする。

（所掌事務）

第2条委員会は、キャンパスおだわらの運営に関する事項につき、小田原市教育委員会（以下

「教育委員会」という。）の諮問に応じて調査審議し、その結果を報告し、及び必要と認める事

項について意見を具申するものとする。

（委員）

第3条委員会の委員（以下「委員」という。）は、次に掲げる者のうちから教育委員会が委嘱す

る。

(1)学識経験者

（2）生涯学習の向上に資する活動を行う者

（3）公募市民

（4）前3号に掲げる者のほか、教育委員会が必要と認める者

2委員の任期は、2年とする。ただし、委員が欠けた場合における補欠委員の任期は、前任者の

残任期間とする。

3委員は、再任されることができる。

（委員長及び副委員長）

第4条委員会に委員長及び副委員長1人を置き、委員の互選により定める。

2委員長は、会務を総理し、委員会を代表する。

3副委員長は、委員長を補佐し、委員長に事故があるとき又は委員長が欠けたときは、その職務

を代理する。

4委員長及び副委員長の任期は、委員の任期による。

（会議）

第5条委員会の会議は、委員長が招集し、その議長となる。

2委員会は、委員の2分の1以上が出席しなければ会議を開くことができない。

3委員会の議事は、出席委員の過半数で決し、可否同数のときは、議長の決するところによる。

（関係者の出席）

第6条委員会において必要があると認めるときは、その会議に、議事に関係のある者の出席を求

め、その意見又は説明を聴くことができる。

（秘密の保持）

第7条委員は、職務上知り得た秘密を漏らしてはならない。その職を退いた後も、また同様とす



る。

（庶務）

第8条委員会の事務は、文化部生涯学習課において処理する。

（委任）

第9条この規則に定めるもののほか、委員会の運営に関し必要な事項は、委員長が委員会に諮っ

て定める。

附則

この規則は、平成25年4月1日から施行する。



キャンパスおだわら運営委員会規則

［制定理由］

小田原市附属機関設置条例に基づくキャンパスおだわら運営委員会の組織、運営

等に関し必要な事項を定めるため制定する。

［内容］

1所掌事務（第2条関係）

委員会は、キャンパスおだわらの運営に関する事項につき、教育委員会の諮問

に応じて調査審議し、その結果を報告し、及び必要と認める事項について意見を

具申することとする。

2委員（第3条関係）

委員会の委員は、次に掲げる者のうちから教育委員会が委嘱することとし、そ

の任期は、2年とすることとする。

(1)学識経験者

（2）生涯学習の向上に資する活動を行う者

（3）公募市民

（4）その他教育委員会が必要と認める者

3委員長及び副委員長（第4条関係）

委員会に委員長及び副委員長1人を置き、委員の互選により定めることとする

ほか、委員長の権限及び任期について定めることとする。

4会議（第5条関係）

委員会の会議は、委員長が招集し、その議長となることとする。また、委員会

は、委員の2分の1以上が出席しなければ会議を開くことができないこととし、

その議事は、出席委員の過半数で決し、可否同数のときは議長の決するところに

よることとする。

5関係者の出席（第6条関係）

委員会において必要があると認めるときは、その会議に、議事に関係のある者

の出席を求め、その意見又は説明を聴くことができることとする。

6秘密の保持（第7条関係）

委員は、職務上知り得た秘密を漏らしてはならないこととし、その職を退いた

後も、同様とすることとする。



文化部生涯学習課において処理することとする。

7‐庶務（第8条関係）

委員会の事務は、文イヒ

[適用］

平成25年4月1日



報告第5号

事務の臨時代理の報告（史跡小田原城跡調査・整備委員会規則の制定）につ

いて

小田原市教育委員会教育長に対する事務委任等に関する規則（平成10年小田原

市教育委員会規則第4号）第4条第1項の規定により、別紙のとおり臨時代理した

ので、同条第2項の規定により、これを報告する‘

平成25年4月23日提仕

小田原市教育委員会

教育長 前任 輝男



■

史跡小田原城跡調査・整備委員会規則

（趣旨）

第1条この規則は、小田原市附属機関設置条例（昭和54年小田原市条例第1号）第2条の規定

に基づき設置された史跡小田原城跡調査・整備委員会（以下「委員会」という。）の組織、運営

等に関し必要な事項を定めるものとする。

（所掌事務）

第2条委員会は、史跡小田原城跡の整備に関する事項につき、小田原市教育委員会（以下「教育

委員会」という。）の諮問に応じて調査審議し、その結果を報告し、及び必要と認める事項につ

いて意見を具申するものとする。

（委員）

第3条委員会の委員（以下「委員」という。）は、次に掲げる者のうちから教育委員会が委嘱す

る。

(1)学識経験者

（2）小田原市文化財保護委員会（小田原市附属機関設置条例第2条の規定に基づき設置された小

田原市文化財保護委員会をいう。）の委員

（3）前2号に掲げる者のほか、教育委員会が必要と認める者

2委員の任期は、2年とする。ただし、委員が欠けた場合における補欠委員の任期は、前任者α

残任期間とする。

3委員は、再任されることができる。

（専門委員）

第4条委員会に、専門の事項を調査するため必要があるときは、専門委員を置くことができる。

2専門委員は、次に掲げる者のうちから教育委員会が委嘱する。

(1)学識経験者

（2）公募市民

（3）前2号に掲げる者のほか、教育委員会が必要と認める者

3専門委員は、当該専門の事項に関する調査を終了したときは、解嘱されるものとする。

（委員長及び副委員長）

第5条委員会に委員長及び副委員長1人を置き、委員の互選により定める。

2委員長は、会務を総理し、委員会を代表する。

3副委員長は、委員長を補佐し、委員長に事故があるとき又は委員長が欠けたときは、その職瀞

を代理する。

4委員長及び副委員長の任期は、委員の任期による。

（部会）

第6条委員会に、史跡小田原城跡調査・整備委員会植栽専門部会（以下「部会」という。）を億



く。

2部会が処理する事項は、委員会の所掌事務のうち、次のとおりとする。

(1)史跡小田原城跡の整備における植栽の取扱いに関する事項

（2）史跡小田原城跡本丸・二の丸植栽管理計画の短期実施計画に位置付けられた樹木の取扱いに

関する事項

3部会に属すべき委員（以下この条において「部会員」という。）は、委員及び専門委員のうち

から委員長が指名する。

4部会員の数は、12人以内とする。

5部会に部会長及び副部会長1人を置き、部会員の互選により選任する。

6部会長は、部会の事務を掌理する。

7副部会長は、部会長を補佐し、部会長に事故があるとき又は部会長が欠けたときは、その職務

を代理する。

（会議）

第7条委員会の会議は、委員長が招集し、その議長となる。

2委員会は、委員の2分の1以上が出席しなければ会議を開くことができない。

3委員会の議事は、出席した委員の過半数で決し、可否同数のときは、議長の決するところによ

る。

4前3項の規定は、部会の議事に準用する。

（関係者の出席等）

第8条委員会において必要があると認めるときは、その会議に、議事に関係のある者の出席を求

め、その意見若しくは説明を聴き、又は資料の提出を求めることができる。

（秘密の保持）

第9条委員及び専門委員は、職務上知り得た秘密を漏らしてはならない。その職を退いた後も、

また同様とする。

（庶務）

第10条委員会及び部会の事務は、文化部文化財課において処理する。

（委任）

第11条この規則に定めるもののほか、委員会の運営に関し必要な事項は、委員長が委員会に諮

って定める。

附則

この規則は、平成25年4月1日から施行する。



史跡小田原城跡調査・整備委員会規則

［制定理由］

小田原市附属機関設置条例に基づく史跡小田原城跡調査・整備委員会の組織、運

営等に関し必要な事項を定めるため制定する。

［内容］

1所掌事務（第2条関係）

委員会は、史跡小田原城跡の整備に関する事項につき、教育委員会の諮問に応

じて調査審議し、その結果を報告し、及び必要と認める事項について意見を具申

することとする。

2委員（第3条関係）

委員会の委員は、次に掲げる者のうちから教育委員会が委嘱することとし、そ

の任期は、2年とすることとする。

(1)学識経験者

（2）小田原市文化財保護委員会の委員

（3）その他小田原市教育委員会が必要と認める者

3専門委員（第4条関係）

委員会に、専門の事項を調査するために必要があるときは、専門委員を置くこ

とができることとし、次に掲げる者のうちから教育委員会が委嘱することとする。

(1)学識経験者

（2）公募市民

（3）その他教育委員会が必要と認める者

4委員長及び副委員長（第5条関係）

委員会に委員長及び副委員長1人を置き、委員の互選により定めることとする

ほか、委員長及び副委員長の権限及び任期について定めることとする。

5部会（第6条関係）

委員会に、次に掲げる事項を処理するため、史跡小田原城跡調査・整備委員会

植栽専門部会を置くこととし、その部会の運営について必要な事項を定めること

とする。

(1)史跡小田原城跡の整備における植栽の取扱いに関する事項

（2）史跡小田原城跡本丸・二の丸植栽管理計画の短期実施計画に位置付けられた



樹木の取扱いに関する事項

6会議（第7条関係）

委員会の会議は、委員長が招集し、その議長となることとする。また、委員会

は、委員の2分の1以上が出席しなければ会議を開くことができないこととし、

その議事は、出席した委員の過半数で決し、可否同数のときは議長の決するとこ

ろによることとする。

7関係者の出席等（第8条関係）

委員会において必要があると認めるときは、その会議に、議事に関係のある者

の出席を求め、その意見若しくは説明を聴き、又は資料の提出を求めることがで

きることとする。

8秘密の保持（第9条関係）

委員及び専門委員は、職務上知り得た秘密を漏らしてはならないこととし、そ

の職を退いた後も、同様とすることとする。

9庶務（第10条関係）

委員会及び部会の事務は、文化部文化財課において処理することとする。

[適用］

平成25年4月1日



J

報告第6号

事務の臨時代理の報告（社会教育主事の解任）について

小田原市教育委員会教育長に対する事務委任等に関する規則（平成10年小田原
”

市教育委員会規則第4号）第4条第1項の規定により、別紙のとおり臨時代理した

ので、同条第2項の規定により、これを報告する‘

平成25年4月23日提仕

小田原市教育委員会

教育長前田輝男



社会教育主事の解任について

氏名 所属 職宅 発令年月日

杉崎恵理子 生涯学習課 主査 平成25年3月31日

小津美帆 生涯学習課 主事 平成25年3月31日

＜解任の理由＞

平成25年4月1日付け人事異動に伴う所属の変更による

＜参考＞

任命期間

杉崎恵理子(平成24年4月1日～平成25年3月31日）

小葎 美帆(平成23年4月1日～平成25年3月31日）



報告第7号

事務の臨時代理の報告（社会教育主事の任命）について

小田原市教育委員会教育長に対する事務委任等に関する規則（平成10年小田原

市教育委員会規則第4号）第4条第1項の規定により、別紙のとおり臨時代理した

ので、同条第2項の規定により、これを報告する。

,平成25年4月23日提出

小田原市教育委員会

教育長 前田 輝男



社会教育主事の任命について

氏名 所属 職名

塚本豊子 生涯学習課 社会教育指導員

く参考＞

○社会教育法（一部抜粋）

発令年月日

平成25年4月1日

（社会教育主事の職務）

第9条の3社会教育主事は､社会教育を行う者に専門的技術的な助言と指導を与

える。但し、命令及び監督をしてはならない。

（社会教育主事の資格）

第9条の4次の各号のいずれかに該当する者は、社会教育主事となる資格を有す

る。

（1）大学に2年以上在学して62単位以上を修得し､又は高等専門学校を卒業し、

かつ、次に掲げる期間を通算した期間が3年以上になる者で、次条の規定による

社会教育主事の講習を修了したもの

イ社会教育主事補の職にあった期間

口官公署、学校、社会教育施設又は社会教育関係団体における職で司書、学

芸員その他の社会教育主事補の職と同等以上の職として文部科学大臣の指定

するものにあった期間

ハ官公署、学校、社会教育施設又は社会教育関係団体が実施する社会教育に

関係のある事業における業務であって、社会教育主事として必要な知識又は

技能の習得に資するものとして文部科学大臣が指定するものに従事した期間

（イ又はロに掲げる期間に該当する期間を除く。）

（社会教育主事の講習）

第9条の5社会教育主事の講習は、文部科学大臣の委嘱を受けた大学その他の教

育機関が行う。



議案第9号

小田原市社会教育委員の一部委嘱替えについて

小田原市社会教育委員の一部委嘱替えについて、議決を求める。

平成25年4月23日提出

小田原市教育委員会

教育長前田 輝男



小田原市社会教育委員候補者名簿

【候補者】

選出区分 学校教育関係者

氏名 山本俊夫

住所 小田原市扇町二丁侶

生年 昭和29年

備考 小田原市校長会

委嘱期漬 平成26年7月31日

選出区分 社会教育関係者

氏名 益田麻衣子

住所 小田原市中町一丁目

生年 昭和49年

備考 小田原市PTA連絡協議会

委嘱期債 平成26年7月31日

選出区分 社会教育関係者

氏名 角田よう

住所 小田原市北ノ窪

生年 昭和14年

備考 公益財団法人小田原市体育協会

委嘱期間 平成26年7月31E

選出区分 家庭教育の向上に資する活動を行う者

氏名 高橋文明

住所 藤沢市辻堂太平台一丁目

生年 昭和33年

備考 小田原児童相談所

委嘱期間 平成26年7月31E

【前任者】

選出区分 学校教育関係者

氏名 音淵洋子

選出区分 社会教育関係者

氏名 填壁誠一

選出区分 社会教育関係者

氏名 瀬戸昭彦

選出区分 家庭教育の向上に資する活動を行う者

氏名 三浦郁夫



小田原市社会教育委員名簿

任期：平成24年8月1日～平成26年7月31日

役職 選出区分

議長 社会教育関係者

副議長 学識縄験渚

委員 学校教育関係者

学識経験者

社会教育関係者

〃 社会教育関係者

家庭教育の向上に資すそ

う者

〃 社会教育関係者

学識経験者

社会教育関係者

〃 学校教育関係者

学識経験者

C

氏尭

きむらひであき

木村秀Hモ

みわけんじ

三輪建二

識瀧

雛溌

かくた

角田 よう

さくますみえ

佐久間寿美江

たかはしふみあき

○高橋文砿

つちだひろし

土田寛仁

雄かむらかおI

中村香

○溌赫手
やまもととしま

○山本俊夫

I■■■■■■■■■■■■■

※委員（候補含む）は五十音順（平成25年4月18日現御

※○印が新任委員候補

備考

小田原市自治会総連合会長

お茶の水女子大学教授

鴨宮中学校長

公募

育協会副会長

株式会社研修屋社長

小田原児童桂談所長

小田原市青少年健全育成

連絡協議会会長

玉川大学准教授

小田原市PTA

副会長

連絡協議会

久野小学校長

小田原市議会



議案第10号

小田原市郷土文化館協議会委員の一部委嘱替えについて

小田原市郷土文化館協議会委員の一部委嘱替えについて、議決を求める。

平成25年4月23日提出

小田原市教育委員会

教育長 前田 輝男



P

可

小田原市郷土.文化館協議会委員候補者名簿

【候補者】

選出区分 学校教育関係者

氏名 西村泰和

住所 小田原市寿町四丁目

生年 昭和35年

備考 小田原市城北中学校

委嘱期借 平成25年8月31日まで

【前任者】

選出区分 学校教育関係者

氏宅 石井政道



小田原市郷土文化館協議会委員名簿

役職 選出区分 氏名 職業 備考

委員長 学識経験者 一寸木肇 大井町教育委員会おおい自然園園長 自然（甲殻類）

副委員侭 ﾉﾉ 奥野花代子 元・県立生命の星･地球博物館専門学芸員 博物館学

委屋 〃 明石新 元・平塚市博物館館長 考古学・古代史

ﾉノ 渋谷武美 西相美術協会会員 美術（彫塑｝

〃 鳥居和郎 神奈ill県立歴史博物館学芸員 歴史（中世史）

ﾉﾉ 中村ひろ子 元・神奈川大学大学院特任教授 民絶

ﾉﾉ 麿谷浩子 県立生命の星･地球博物館主任学芸員 自然（噛乳類

学校教育

関係者
佐宗修二 千代小学校長 (継続）

○
学校教育

関係者
西村泰和 城北中学校長 (新任】

任期：平成25年8月31日まで



資料

平成25年度教育に関する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価事業案一覧表
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66

遺物の整理･保存処理
整理室の維持管理
報告書の刊行

文化財課 1

71

遺跡調査発表会･最新出土品展･遺跡･文化財闇
造物見学会･観覧会の実舵
指定文化財などの一般公儲

文化財課 1

73

小田原文学館の管理運営
特別展の開催
施設の改修工事
土地の購入

図書館 1

74
近代小田原三茶人等顕彰催事の開催
松永記念館地域交流などの実施

生涯学習課 メ 1

7フ 図書館学習イベントの開催 図書館 1

79

報徳の集いの開僧
展示室史跡などの解訪
刊行物の作成

生涯学習課 1

83 図書館郷土資料の整理･保存･公隣 図書館 1

85 生涯学習フェスティバルの開憎 生涯学習語 メ 1

86 地域や世代を超えた体験学習などの実施 青少年爵 ☆ 1



点検･評価対象事業案の所管課別一覧表

票数 対象事業数 所管課

4票 2 教育指導課2

3票 3 教育指導課2,保健給食課一

2票 5 教育指導課3,教育総務課1，文化財課1

孟
宗１ 18

教育指導課7､生涯学習課3,図書館3，
文化財課2,教育総務課1，保健給食課1，青少年課1



市議会予算特別委員会の概要について

1設置期間平成25年3月6日から3月27日まで

2教育委員会関係概要

（1）予算

案件

平成25年度一般会計歳入歳出予算

（2）現地査察

経費名等

史跡整備経費

本丸・二の丸整備事業

天守閣模型調査関係費

審議結

果

認定

査察箇

所

小田原城

備考

備考

文化財課

資料2



予算特別委員会総括質疑

質問順1公明党今*群一委員

3（款）10教育費（項）5社会教育費（目）5図書館費図書館運営経費のうち、かもめ図書館管理運営事

業の土地借上料と全会計の土地借上料について

（1）かもめ図書館の借り上げ料の検討経緯について

（2）全会計の土地借り上げ料の今後の検討について

5（款）10教育費（項）2小学校費（目）2教育振興費小学校教育環境充実経費のうち、放課後子ども教

室と（卿5社会教育費（目）2青少年対策費青少年健全育成経費のうち、放課後児童クラブについて

（1）放課後子ども教室の今後の展開について

質問順5光政会鈴木紀雄委員

2（款）10教育費（卿3中学校費（目）1学校管理費

（1）中学校教育環境整備経費について

3（款）10教育費（項）5社会教育費（目）2青少年対策費

（1）青少年健全育成経費について

質問順8新生クラブ俵鋼太郎委員

(款）10教育費（項）1教育総務費（目）2事務局費について

教職員の安全衛生推進について

(款）10教育費（卿5社会教育費侶）7尊徳記念館費について

Ｌ
画
室
■
■
■
■
ニ
ニ
ウ
毎
画
■
■
｜
｜
■
画
室
タ

ー
１

６
く
７
く 尊徳学習推進事業について

質問順9未来・おだわら植田理都子委員

2男女共同参画推進について

（2）（款）10教育費(項）1教育総務費（目）2事務局費における糊ﾘ支援教育事業について

質問順11市民クラブ鈴木敦子委員

1平成25年度小田原市一般会計

（2）（勅10教育費（項）5社会教育費（目）

（3）（親10教育費（卿1教育総務費（目）

2青少年対策費青少年指導者育成経費について

2事務局費教育研究所経費について

3議案第29号平成25年度小田原市一般会計予算（訓10教育費（項）1教育総務費（目）2事務局費
のうち教育環境整備経費及び(勅10教育費（卿6保健体育費（目）2体育施設費のうち学校体育施設開

放F事業について

（1）教I俄員の服務について

（2）学校プール開放における秘践員の責?任について

負向順1乙巾氏クフソ榊11旨巾安貝



（3）総括質疑

く教育部＞

議
員
塵
目
名
手
質問要旨 答弁要信

今
村
洋
一

放
課
後
子
ど
も
教
室
の
今
後
の
展
開
に
つ
い
て

判
弱
圭
眉
Ｅ
万

麺
弱
圭
肩
Ｅ
刀

今後の放課後子ども

教室の拡充について

の考え方を伺う‘

平成25年度からは

一部の放課後児童ク

ラブにおいて6年生

まで受け入れを行う

が、今後、放課後子ど

も教室と放課後児童

クラブとの整合をど

う図っていくのか

片浦小学校放課後子ども教室は、開設以来、地域の方々の参画をし

ただき、子どもたちに勉強やスポーツ、文化芸術活動、地域住民とa

交流など、異学年交流や様々な体験活動を展開し、創造性や自主性

社会性が養われるなどの効果が表れており、大変有効な取組であると

感じている，

こうした小規模校での取組を、他の地域で展開するには様々な課選

があるが、本市では、全ての小学校区において学校内に放課後児童ク

ラブが開設されていることから、今後は、片浦小学校での取組をどう

生かしていくかなど、放課後児童クラブとの連携を視野に入れ、検譲

していきたいと考えている。

放課後子ども教室と放課後児童クラブは、その内容は異なるが、総

合的な放課後対策として実施するものであり、相互に連携して実施し

ている自治体が多い

他自治体の取組等を見ると、放課後児童クラブと連携して、地域の

ボランティアを中心に様々なプログラムを提供したり、開催日数にど

いても、地域の実状、活動内容等を踏まえ、週に1，2回や週末だIヲ

の実施であったりと､'弾力的に運用されている

放課後子ども教室の拡充については、まだ具体的な検討には至って

いないが、今後は、そうした先進事例等も参考にしながら、子どもた

ちが地域社会の中で､心豊かで健やかに育まれる環境づくりについて

推進してまいりたい

鈴
木
紀
雄

中
学
校
教
育
環
境
整
備
経
費
に
つ
い
て

藷
菅
振

教
育
長

センサーライトや防

犯カメラを設置して

いる学校は、どのくら

いあるのか伺う。

防犯カメラの整備計

画はどのようになっ

ているか伺う。

センサーライトについては、一部の学校（白鴎中、鴨宮中、酒匂中

泉中）には整備しているが、ほとんどの学校には整備していない

い

また、防犯カメラについては、これまでどの学校にも整備していな

このところ頻発している器物損壊事件への対応策としては、防犯メ

メラの設置が、事件発生の抑止と解決に有効であると考えている。

そこで、現在、全ての中学校への防犯カメラの整備を進めており

3月中に完了する予定である。

今後は、小学校への整備についても検討してまいりたい
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議
員
願
目
名
調
質問要旨 答弁要眉

俵
鋼
太
郎
委
員

教
職
員
の
安
全
衛
生
推
進
に
つ
い
て

舞
謬
圭
目
匡
迩

80時間を超える起

過勤務が目立つのは

労働安全衛生上好ま

しくないと考えるが

改善に向けた方策を

伺う。

本市では、小田原市立学校教職員衛生委員会において、超過勤務の

実態把握や多忙化改善に向けた方策の検討などを行っている。

具体的には、「ノー残業デーや業務を持ち帰らない日の設定」「会議

の効果的な運営」等行っているところであるが、抜本的な改善には至

っていない

そこで、このような状況を改善するためにも、校務支援システムの

導入や市費負担による人的支援の充実が求められているところであ

る

各学校においては、今後とも一層の業務の効率化や平準化を図るな

ど、多忙化の解消に努めてまいりたい

椛
日
瑠
淵
一
寸
薯
侯

特
別
支
援
教
育
事
業
に
つ
い
て

坪
詞
華
目
匡
漉

個別支援員は女性の

雇用を中心に考えて

いるわけではないこ

とは理解しているが

結果的に旧態依然と

した女性の雇用形態

をなぞる形であると

感じざるを得ない。こ

のことについて､見解

を伺う。

個別支援員は、様々な課題をもつ児童生徒に対する担任の指導をサ

ポートするために配置する市の臨時職員である

その多くは、スクールボランティアやPTA活動などを通して子ど

もたちに関わってきたり、子育てが一段落して自分の時間ができたり

して、社会の中で少しでも子どもたちのために役立ちたいという思い

を持たれている方で、結果的に女‘性が多くなっている

雇用形態については、家庭の都合により長時間勤務が困難である

扶養の範囲内での勤務を希望するなど、様々な事情を勘案し、現在a

ようになっていることを、ご理解いただきたい‘

鈴
木
敦
子
委
員

教
育
研
究
所
経
費
に
つ
い
て

響
勿
圭
目
麿
奉

不登校者数の調査基

準と、小田原市の不登

校者の出現率が県や

全国の平均を超えて

いることについてど

うとらえているのか

を伺う‘

本市の不登校対策と

その成果について伺

》
〉
一 。

まず､文部科学省の学校基本調査においては、「長期欠席者」として、

1年間に30日以上欠席したもののうち、欠席の理由が｢病気｣や｢経

済的理由」でない者を不登校児童生徒としている，

本市では、不登校のとらえ方について、欠席の理由を単に「病気」

と決めてかからず、「不登校の心配があるのではないか」「学校に不通

応を起こしているのではないか」など積極的に不登校ととらえ、不彊

校の可能性のある児童生徒を幅広く、早期に発見し、早期に対応でき

るよう取り組んでいる。そうした取り組みが、県や全国の平均を超え

る出現率につながっているものと考えている

不登校対策の主な取り組みとしては、教育相談指導学級の開設や不

登校生徒訪問相談員の派遣、校内支援室指導員の配置、民生委員や暁

童相談所等、関係機関との連携を行っている

不登校生徒訪問相談員の活動では、平成23年度に28名の生徒に

対し訪問を行い、そのうち15名が、24年度は12月末現在で4C

名のうち23名が、校内支援室を含めた学校復帰や教育相談指導学忍

への通級を果たしている。また、2月末現在、教育相談指導学級通制

生27名のうち、14名が少しずつであるが学校復帰を果たしつつ＆

房
｡
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議
員
堰
目
塔
労
質問要旨 答弁要眉

木
村
信
市
委
員

教
育
環
境
整
備
経
費
及
び
体
育
施
設
費
の
う
ち
学
校
体
育
施
設
解
放
事
業
に
つ
い
て

鈎
弱
圭
目
匡
迩

麺
詞
華
目
匡
海

鈎
勿
垂
Ｒ
Ｅ
か

銅
弱
圭
目
屋
渥

塑
諺
圭
月
匡
海

学校現場における教

職員の基本的な服務、

職務はどのように定

められているか伺う。

学校プール開放事業

の実施主体と教職員

の関与の実態につい

て伺う‘

各校のプール運営委

員会に同席している

教員は､校長以外にい

ないのか伺う‘

校長が学校プール開

放事業に関与できる

根拠は何か伺う。

校長が学校プール開

放事業に関与できる

根拠は何か伺う。

教職員の服務については､基本的には､地方公務員法並びに地方教

育行政の組織及び運営に関する法律に基づき、「小田原市立学校教畷

員服務規程」において定めている。

また、教職員の基本的な職務については、学校教育法並びに地方調

育行政の組織及び運営に関する法律に基づき、「小田原市立学校組緒

規則」及び「小田原市立小学校及び中学校の管理運営に関する規則．

において定めている

夏休みのプール開放はPTAが運営主体となって実施している。

教職員の関与については、校長が夏休み中の使用を許可しており

その他の教職員は、プール開放にかかわる業務は担っていない‘

なお、プール施設の安全管理や水質管理等は継続的に行っている。

各学校のプール運営委員会は､学校の体育施設であるプールの運営

管理を円滑かつ適正に行うため、学校が設置し、プールの使用期間や

使用上のルール、維持管理等について協議するため開催するもので、

その構成は、校長、教頭、教務主任、体育主任、保健主任、養護教諭、

学校医、学校薬剤師、PTA代表となっている

校長は､小田原市立小学校及び中学校の管理運営に関する規則第2

6条に基づき学校施設の管理を総括するとともに､プール管理運営規

定において､プールの管理責任者としてプールの使用を許可する権^

を有していることから、開放事業に関与している

プール開放については､基本的には､学校施設の開放であること力

ら､小田原市立小学校及び中学校の施設開放に関する規則の規定に準

じて取り扱うべきものと考えている。

木村委員ご指摘のプール監視員の雇用については､PTA会長と枝

長の連名で契約を行っているが､施設開放の趣旨から判断すると適§

ではないと考えていることから、見直してまいりたい

校長は､小田原市立小学校及び中学校の管理運営に関する規則第2

6条に基づき学校施設の管理を総括するとともに､プール管理運営規

定において､プールの管理責任者としてプールの使用を許可する権N

を有していることから、開放事業に関与している

プール開放については、基本的には、学校施設の開放であること力

ら､小田原市立小学校及び中学校の施設開放に関する規則の規定に準

じて取り扱うべきものと考えている。

いずれにしましても、学校プール開放事業については､社会教育法

上の開放という位置付けが明確でないことから、今後、整理してま↓

りたい。



＜文化部＞
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議
員
頚
目
名
調
質問要旨 答弁要信

ム
｜
‐
＋
小
拙
制
一
牙
妻
屋
屋

か
も
め
図
書
館
の
借
り
上
げ
料
の
検
討
の
経
緯
に
つ
い
て

市
長

市
長

市が賃借している土

地のうち、かもめ図書

館の土地借上料は高

額であるとの声があ

るが、どのように考え

ているのか。

契約内容に基づき土

地借上料を見直す必

要の有無についてど

う考えているか。

平成3年の契約締結時においては､土地鑑定評価の結果や周辺の借

地状況、市全体の借地契約等を勘案し平米あたりの単価（212円）

を決定した

当該地周辺地域の地価は、当時、大型店舗の出店が著しく年々上昇

していたが､地権者の協力を得て、民間の周辺取引に比較しても安佃

な契約内容であったと認識している《

その後、現在まで、固定資産税の課税標準額の変更に際し、土地借

上料への反映を判断してきたところである。

現在の経済状況からみて､土地の借上料額が適正であるかどうかの

問題意識を常に持つことは必要であると認識している

今後とも、経済事情の変動等を注視しながら、適正な土地借上料を

見極めていきたいと考えている‘

徹
騨
式
闘
謬
長

尊
徳
学
習
推
進
事
業
に
つ
い
て

市
長

今年度新規事業であ

った尊徳作文コンテ

ストは､来年度は予算

額0円にて実施との

ことだが､郷士の鋤偉人

の理解を深めるため

にもっと稲極的に事

業展開すべきと思う

がどうか。

平成24年度の新規事業として予算計上した尊徳作文コンテスト

は、「二宮金次郎とわたし」作文募集として実施した。小田原の子伊

たちが報徳の教えについて、身近なところから考えを深め、他者へ伝

えることを学習する良い機会となり、効果があったと感じている‘

作文募集については平成25年度も、これまでにない尊徳学習事業

の一つとして、平成24年度の成果を踏まえながら内容や手法に精豊

を加え開催し、より多くの児童に参加していただきたいと考えてし

る

尊徳学習推進事業については､今後も創意工夫しながら、尊徳翁の

教えの普及に向け、更なる事業展開を図っていきたい｛



＜子ども青少年部＞

7

議
員
正
目
名
チ
質問要旨 答弁要眉

鈴
木
敦
子
委
員

青
少
年
指
導
者
育
成
経
費
に
つ
い
て

副
長

剖
長

指導者養成研修事業

で養成された指導者

は様々な体験活動で

活躍していると認識

しているが､市として

この事業の成果をど

のように捉えている

か

指導者養成研修事業

で養成された指導者

やその他の指導者が

ジュニア・リーダー

ズ･クラブのメンバー

にスキルを継承する

などの活動がなされ

ているのか。

本市の青少年指導者養成研修事業は､受講生自らが体験学習事業を

企画・運営し、指導者としての活躍の機会を作り上げていることがj

きな特徴であり、この取組は、国の機関や専門家などからも高く評佃

されているところである｡

このほかにも、受講生は､学校や地域などでの様々な体験学習事業

の中でも指導者として活躍し、子どもたちの健全育成や世代間交流，

または地域交流などを進める上での重要な担い手となっており、こう

したことが、指導者養成研修事業の大きな成果であると考えている‘

本市の青少年指導者養成研修事業には､青少年育成推進員や子ども

会の指導者、シニア・リーダーなど、日頃より青少年育成活動に関オ

る多くの方々が受講し､指導者としてのスキルの習得が図られていそ

ところである

そうした中で、ジュニア・リーダーズ・クラブのメンバーは、青少

年育成推進員やシニア･リーダーが実施する地域少年リーダー養成講

座、さらには、子ども会の行事などの活動を通じ、指導者養成研修α

受講者をはじめとした様々な指導者から指導を受けることによって

スキルの継承がなされ､青少年活動のリーダーとして育成が図られて

いるところである



平成24年度下半期寄付採納状況について

物品

1（

小田原市寿町5－12－
3三

小田原ロータリークラブ

会長小川勝久

匿名

小田原市中曽根355-

5小田原市立東富水

幼稚園保護者と教師

の会会長浅野清美
■

小田原市中曽根355-

5小田原市立東富水

幼稚園保護者と教師

の会会長浅野清美

小田原市中町2－7－2

1小田原報徳実践会

会長田嶋享

小田原市前川979

佐藤北久山

鎌倉市玉縄1-5-1冬

白井展他

小田原市城内1－21

社団法人小田原法人

会会長古川武法

中郡二宮町中里2－14

－2戦時下の二宮を

記録する会

藤田尚志

東京都目黒区目黒本町

4－20－13

高瀬ミチ

児童用図書｢いもとようこの日本むかし

ぱなし｣ほか

省エネ内窓プラマード

はだしでマルチ平均板

カラー運動棒

スプリンクラー設備

｢報徳訓｣書

佐藤北久山作木版画｢豆の葉｣(北

原白秋関係作品）

佐藤北久山作木版画｢ぽんぽん時

計｣(北原白秋関係作品）

井上三綱書簡（白井模平宛：

昭和42年12月21日消印

税の啓発用小冊子・租税教育グッズ

各1，727点

ひとしずく第5号「二宮の洞窟陣地」

4冊

日本銀行券壷円(二宮尊徳肖像）
30枚

一一一一'一一一一一一

資 料s|資料3

450,000円

304,600円

78,200腰

209,732F

不明

不明

不明

172,700F

6,000円

不明

小学校9校の図

害として

小田原市立新玉

小学校ことばの

教室の設備とし

て

小田原市立東冨

水幼稚園の備品

として

小田原市立東富

水幼稚園の設備

として

市立学杉

として

小田原市郷士文

化館の展示･研

究資料として

小田原市郷士文

化館の展示･研

究資料として

市内小学校6年

生配布用として

教育委員会及び

図書館の資料と

して

尊徳記念館の資

料として



喝
１

11

匿名 雛人形(5段ガラスケース入り） 不明
報徳幼稚園の備

品として

12

小田原市柳新田5番地

渡遥哲男

拝観人名簿表

二宮尊徳生家写真
不明
尊徳記念館の資

料として

u
小田原市南鴨宮3－25

－1小田原市立富士

見小学校PTA

会長田村慎太郎

折りたたみテーブル7脚 141,855F

小田原市立富士

見小学校の備品

として

14

小田原市別堀98

内田玲子
図書｢新版いじめの根っこ」50冊 61,900円

市立小中学校・

市立幼稚園･図

書館の図書とし

て

1［ 小田原市板橋985

小田原市立大窪小学校

PTA

会長片山健志

図書閲覧机1脚

閲覧机用椅子10脚
158,763F

小田原市立大窪

小学校の備品と

して

1（

小田原市入生田303

黄蕊宗長興山紹太寺

住職武内徳昭

長興山枝垂桜のクローン1本 不砿

文化財｢長興寺

の枝垂桜｣の遺

伝子を残してし、

くため。また､多

くの市民や観光

客のための植栽

用として

11
小田原市本町1－1－3

8あいおいニッセイ同

和損保小田原ピルIF

社団法人小田原青年

会議所

生徒用副教材207冊

BDプレーヤー1台

CDデッキ5台

黒板消しクリーナー6台

鉛筆削り5台

給食ﾛッカー1台

286,768F

酒匂中学校生徒

への配布物及ひ

学校の備品とし

て

18

匿名 卓球台 不砿

小田原市立城山

中学校の備品と

して

19 小田原市南鴨宮3－28

－26

宇佐美なおみ

エレクトーンヤマハAWMHE-S 不砿

小田原市立富水

小学校の備品と

して

2C
小田原市蓮正寺228-

4

小淫邦夫

句碑（尊徳祭俳句大会第三十回記

念）
不明
尊徳記念館の侭

品として

21 小田原市寿町2－7－2

5小田原市立町田小

学校PTA

会長田嶋浩充

ファックス 49,350円

小田原市立町田

小学校の備品と

して



イ

､比

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

小田原市穴部12:

鶴井豊

小田原市北ノ窪274－
F

1

木村正着

小田原市小台13（

市川昭維子

小田原市曽比194（

小田原市立桜井小学芯

同窓会

小田原市立桜井小学芯

PTA

匿名

小田原市柳新田129-

3小田原市立報徳幻

稚園保護者と教師α

会会長小玉小百合

小田原市柳新田129-

3小田原市立報徳猷

稚園平成24年度卒園

児保護者代表小玉

小百合

株式会社損保ジャパン

株式会社みずほ銀行

明治安田生命保険相西

会社

第一生命保険株式会制

匿名

小田原市栄町4-10-

26-501羽端自耕

小田原市栄町4－10－

18大木治雄

小田原市酒匂6－8－I

6小田原市立酒匂迩

稚園保護者と教師a

会会長乃美貴代弐

じやかご､天秤棒ほか計23種35点

おひつsin

アポログランドピアノA35

フェンス飾り(開園60周年記念品)5秒

ホワイトボード1台

パネルシアターのプﾗｯｸﾗｲﾄ1式

CDプレーヤー1式

楽器3種琴

カラーすのこ2枚

パネルシアター1セット

DVD2セツ｝

絵の具ターンテーブル3セット

楽器(小太鼓･大太鼓）4古

黄色いワッペン1"612村

踏切事故防止リーフレッ｝

置石防止ﾘーフレット

鉛筆(5色）各1,060割

週刊日本の城10冊

芝刈り機1壱

移動回転ボード1壱

巧技台3壱

ベルハーモニー2壱

不明

不明

800,000円

202,310円

121,205円

84,000円

27,404円

不明

2,900円

150,650円

小田原市立報徳

小学校の社会科

教材資料としマ

小田原市立報徳

小学校の社会科

教材資料としマ

小田原市立桜井

小学校の備品と

しで

小田原市立前羽

幼稚園の備品と

しで

小田原市立報徳

幼稚園の備品と

しで

小田原市立報徳

幼稚園の備品と

し了

市立小学校新入

学児童への配布

物として

下曽我小学校、

国府津小学校、

曽我小学校の踏

切事故防止啓発

活動用として

小田原市立白鴎

中学校の図書と

し1

小田原市立酒乞

幼稚園の備品と

して



s: 小田原市矢作227

矢作小学校保護者と義

師の会

会長多賀賢二

低学年用折りたたみ椅子200閥

寄贈シール1式

折りたたみ椅子台車4台

1,000,000円

3（

匿尭 プロジェクターエプソンEB-900V 169,000F

3‘

匿楽 FRPミニプール 266,175F

31
プールカバー1式

匿楽 プールブリッジ1式 不邸

大型絵本3冊

31 2階保育室用扇風機2台小田原市矢作231小

田原市立矢作幼稚園

保護者と教師の会会

箱積み木小型74型セット1式
195,780腰

3’

31

長石垣麻樹

小田原市矢作231小

田原市立矢作幼稚園

平成24年度卒園児保

護者代表石垣麻樹

小田原市板橋416

石井はるみ

キーボード1台

2階保育室蛍光灯修理代

逆上がり補助練習機1吉

フロアー畳楽らく16枚

ﾗｲﾄドッジボール3球

グラウンドピアノ

現金

｜］

匿名 現金400,000円

演劇無料提供

寄付者

横浜市青葉区あざみ野1－：
4－7

四季株式会社代表取締名

社長浅利慶大

公演名

｢こころの劇場」

劇団四季ミュー

ジカル

『ガンバの大冒

険』

70,930F

不匪

酒匂中学校、

富士見小学

校、下府中小

学校、酒匂小

学校の図書充

実のため

寄付目敵

青少年の情操教育のため

小田原市立矢作

小学校の備品と

して

小田原市立酒匂

中学校の備品と

して

小田原市立下中

幼稚園の備品．

設備として

小田原市立下中

幼稚園の備品．

設備として

小田原市立矢作

幼稚園の備品．

設備として

小田原市立矢作

幼稚園の備品と

して

小田原市立かも

め図書館の備品

として

各学校選定の区

書を購入＃

備考

小田原市立小学

校に通う小学4

年生等に対する

演劇鑑賞の提供



亜
片浦小学校における小規模特認校制度の実施状況について

募 集経過。

平成24年10月～広報活動開始

10月6日片浦小学校説明会・公開授業（第1回）

10月17日～入学申請書受付開始

10月31日～学校・教育委員会による面談開始

11月10日片浦小学校説明会・公開授業（第2回）

12月14日～一次募集入学申請書提出期限

12月17日抽選会（1学年は6人の募集に対して、8人の申請があご

たため、抽選を行った｡）

2平成25年4月入学状況について

(単位：人

※1平成23年以前から指定校変更制度を利用して片浦小学校に在籍している新4

年（2人)、新6年（3人）が、平成25年4月1日付けで特認校制度による入学に切

り替えた。

1学年 2学年 3学年 4学年 5学句 6学年 計

片浦地区在住
画
』
。 8

■
同
車 3e

H24特認校入学者 11 0
■
画
画 18

H25指定変更か唱

特認校制度に切上

替え※］

〃
、 0

Ｐ
』

H25募集人長 9）
■』 7 10

Ｆ
ｌ
ｄ
夕
■ 4 3］

申請者数
賎共 (女1

：

(男1）
（

戸
卜
“
Ｐ
■

(男2 (男1

1〔

剛契

地域別人数

剛
馴
》
舶
雲

富士見1 富士見1 三の丸2 富士見1

入学者数
『
■
■ ： （ 1］

H25在籍児童要 11 14 〔
F

D 15 11 6（



3平成25年4月1日児童数について

(単位：人

1学年 2学年 3学臼 4学臼 5学臼 6学句 計

片浦地区在伯
凱如 陽1､女1

8

賎剣 駆如 甑釦

（
０

儲虹

36

鯉a女13

特認校制度
傷a剣

12

剛英

：

(男1） (女2） 馬5文

一
，

駆英

33

14女19

地域別人勘

足柄］

富水］

東富水2

富士見2

町田2

下府中：

国府津：

東富水：

矢作2

報徳］

富士見4

富士見1
足柄：

町田：

三の丸2

下府中2

富士見3

１
１
１
１

柄
王
田
徳

足
山
町
報
富士見］

H25在籍児童数
15

甑姻

11

飢女10

（

既刻

。
１
ｐ
●
西

兜 如

1（

m如

11

儲K共

69

37,如勤



資料5
町田小学校の屋内運動場火災（全焼）について

次のとおり、平成25年3月24日に町田小学校屋内運動場が全焼いたしました。

1確認日平成25年3月24日（日）

2場所市立町田小学校（所在小田原市寿町2丁目7番25号）

校長加藤始（14クラス生徒数339名）

発生箇所・被害状況

屋内運動場から出火（全焼）

昭和47年12月22日完成（築年数41年)、鉄骨造720㎡

4経過

平成25年3月24日（日）

午前2時58分頃

・校舎に設置された自動火災報知設備を通じて、

午前3時22分頃

・警備会社が出火を確認、消防署に連絡

午前4時55分

・鎮火

警備会社が火災による発報を検知

学校の動き

（1）修了式

（2）入学式

一
宮
阜
一
》
》

校舎4階児童会室にて2学年ずつ実施

市民会館大ホールを借りて実施

3月25日（月）

4月5日（金）

原因

・火元は体育器具庫（西側）

・出入口及び体育器具庫の窓ガラスは施錠を確認（割られた形跡なし）

・漏電の可能性なし

・原因の特定に至らず「現在調査中」

《
』
叩
》

7 被害額算定中

8今後の対応

・全焼した屋内運動場の迅速な解体・撤去

・学校やPTA等からの要望を取り入れた再建

・プロポーザル方式による設計・施工の公募

・再建に係る国庫補助事業の適用について国・県との調整

・児童に対する心のケア



亜

平成25年度子どもの読書活動優秀実践団体文部科学大臣表彰に係る

「よみきかせボランティアグループすずの会」の受賞について

医彰あ葱ヨ
子どもが積極的に読書活動を行う意欲を高める活動について、優れた実践を行って

いる学校、図書館及び民間団体並びに個人を表彰し、関係者の取組の意欲をさらに

高め、活動内容の充実を図るとともに、広く国民の間に子どもの読書活動について

の関心と理解を深めることを目的として、平成14年度から文部科学省が行ってい

るもの。

匡買固葎あ厩勇
団体名よみきかせボランティアグループすずの会

代表者塩練雪子

会員数16人

設立年月昭和55（1980）年2月

活動内容

市立図書館での読み聞かせ毎週土曜日午後3時～3時30分

かもめ図書館での読み聞かせ第一・二土曜日午後3時～3時30分

図書館での夏と冬のお楽しみ会（小田原女子短期大学との連携により実施）

幼稚園や小学校での出前お楽しみ会（要望により随時）

読み聞かせボランティア養成講座の講師（平成23年度）

国際医療福祉大学小田原保健医療学部看護学科男子学生への読み聞かせ体験指導

（平成24年度）

活動の効果

小田原市における子どもの読書活動がすずの会の活動によって始められたこと､及び設

立以来33年間子どもの頃に読み聞かせに参加した方が子の親にもなるほどの息の長

い活動を通じ､本市の子どもの読書活動の推進において､子どものみならず本の好きな

子の親をも育て、家庭における子どもの読書活動の推進に大きく貢献したこと｡

子どもの読書活動優秀実践校

子どもの読書活動優秀実践図書館

子どもの読書活動優秀実践団体・個人

137校

47館

53団体・4個人

一
、
一 z成25年度表彰の内訳


